
■定義など■『M&A 関連データとは？ ②分社・分割』 

レコフ M&Aデータベースでは、既存の経営資源の活用を目的とした企業や事業の経営権の移動、経営参画に繋

がる株式取得を M&Aと定義しています。単一の会社が事業の一部を切り出して新たに設立した会社に承継させ

る場合は当事者が 1社のみなので M&Aとは言えず、「データ種別」の「M&A」に含まれません。しかし研究や実

務の上で必要な場合を考慮して、別途「M&A関連」内で「分社・分割データ」として収集しています。 

 

分社・分割                                         

企業が、事業を分社したり、会社分割制度を利用して新設会社に事業を移管したりするもの 

 

■【詳細表示】での表示例 

 

◆ホットランドの「銀だこ酒場業態」事業は分社化により「ギンダコスピリッツ」となった 

本体企業…事業を分割しようとする会社、ここでは「ホットランド」 

分社企業…切り出された事業を承継する会社、ここでは「ギンダコスピリッツ」 

 

 

◆ザッパラスの「既存占いサービス｣事業と｢占いプラットフォーム｣事業は分社化により、それぞれ「cocoloni」

と「ワナップス」となった 

本体企業…事業を分割しようとする会社、ここでは「ザッパラス」 

分社企業…切り出された事業を承継する会社、ここでは「cocoloni」と「ワナップス」の 2社 

資本金…「cocoloni」と「ワナップス」ともに 1 億円 

 

 



！！特に注意！！－エクセル出力時での注意点・項目の読み替え－ 

●エクセルに出力された「当事者 1」は「本体企業」、「当事者 2」は「分社企業」に読み替えください。 

 

 

！！特に注意！！－【データ集計】での注意点・集計不可－ 

●「分社・分割データ」に関しては集計内容「マーケット別」、「形態別」、「金額規模別」を選択しても集

計されません。(※1がついたもの) 

  

！！特に注意！！－【データ集計】での注意点・表題の読み替え－ 

●集計結果については表題の読み替えが必要です。 

①「分社・分割データ」を「当事者 1業種別(マール 40 分類)」で集計した場合 

「当事者 1業種別(マール 40 分類)集計」→「分社を行った本体企業の業種別(マール 40 分類)一覧」 

 

②「分社・分割データ」を「当事者 2業種別(マール 40 分類)」で集計した場合 

「当事者 2業種別(マール 40 分類)集計」→「新設された分社企業の業種別(マール 40 分類)一覧」 

 

 

 

 



■レコフ M&A データベースの「データの見方」には「分社・分割」以外の M&A 関連データの説明も記載されていま

す。合わせてご覧ください。 

 

【検索条件指定】画面の右上「データの見方」をクリック 

 

 

 


